




























































































残りの 75分が リー ディングとなっており,こちらも1
00問であるC リス二王グ部門は,パー トⅠの ｢写真描
写｣が20間,パー トⅢ｢応答｣30間,パー トⅢ ｢会
話｣30問,パー トⅣ ｢説明文｣20問,リーディング
部門は,パー トV｢空所補充｣40問,パー トⅥ ｢誤文





TOEIC 300/-395 400-495 500′-590 595′-650
TOEFL 400′-433 435-468 470.-501 503.-522
























































諸川 重刷ら / TOEICを取り入れた新しい英語授業の試み
文法 一語嚢 ~(諸川) 4/ 14 ガイダンス .授業
21 ミニテス ト.授業
28 授業




読解(荻野) 30 授業 -


























































Ⅰ6問,パー トⅡ8間,パー トⅢ8間,パー トⅣ4-6








第 1回 2回 3回 4回 5回
4/25日 5/9 5/30 6/I3 7/4
26/60点 23/58 28/62 34/63 30/61
(990点満点に換算した得点)
二年次生
第 】回 2回 3回 4回 5回
4/2]日 5/12 6/2 6/16 7/7














































58名,可34名,不可 14名となったO ミニテス トを
一度も受験していない学生はこの数字に含まれていない｡










































































































































































































































































































































































































































































































































績を出してきた｡何パーセン トは ｢優｣何パーセン トは
｢良｣というように相対評価をしたり,ある到達目標を
定め,それに応 じて絶対評価をする者 もいた｡試験のみ
ではなく授業態度などを考慮する場合もあるo Lかし,
TOEIC という科学的な研究に裏付けられた世界共通基
tlf二に此づいて成績評価を行えば,客観性と公平さが期待
できる｡これに対してはいろいろな意見があるかもしれ
ないが,従来の,ややもすれば悉意的で暖味になりがち
な評価基準に比べれば,一歩前進といえるだろう｡
第3に,授業内容や教育方法の改善が挙げられるo従
来は教育効果がはっきりと表われにくかったが,毎学期
TOEICのスコア-が出るので,スコア-の平均が落ちた
場合は,教える側はどこに問題があったのか,その対策
を考えなければならない｡一方,学生は自分の真の実力
が数字として表れるので,本当に身につく授業を求める
ようになるであろう｡
反面,問題点もいくつか挙げられるO(かこの新プログ
ラムとは直接的には関係ないが,学生のアンケー トにも
あった通り,高校の頃,遡5時間以上英語の授業を受け
ていたのに,現在は一週に 1コマ ･90分のみであるとい
うこと｡多くの学生は2コマ以上の授業を望んでいる｡
②TOEICを取り入れたこの新プログラムでは,コミュニ
ケーション能力の向上は望めるかもしれないが,その一
方で,学生が希望している,専門分野の論文を読んだり,
苦いたりする英語能力をどのようにつけるか,という課
題がある｡この間題も英語の授業時間の不足から生じて
いるともいえる｡③学/i:_が苦手としている,話す ･聞く
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力を高めるためには, 15rLilの5恒は リスニングに当て
るだけでは充分とはいえない｡文法語桑,読解を中心と
した授業の中にもリスニングの要素を組み込むことが必
要であろう｡④ミニテス ト,解答解説という形式の授業
は単調になりがちである｡学生に時々刺激を与えるため
には,以前に行われていた英語を適して教養を深めるよ
うな内容も大切であろう｡
TOEIC を導入した新英語教育プログラムは半期が終
わったに過ぎず,総爪的な評価を行うのは時期尚早であ
ろう｡このプログラムで2年間授業を受けた学生が2年
後にどのくらい英語の運用能力を向上させているかを測
って,初めて第 1段階の評価ができるともいえる｡ しか
し,今回の学生アンケー トに現れた反応は概ね好評であ
り,これからの試行錯誤の土台は確認できたと考えてい
る｡今後も,絶えず授業の形式や内容に検討を加え,檎
に応じて学生からのフィー ドバックを取り入れながら,
所期の目的が実現できるよう,このプログラムの改善に
取り組んでいきたい｡
